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第２回臨時会第２回臨時会

新しい議会の構成が決定
　令和元年第２回臨時会を５月８日に開催しました。臨時会では議長及び副議長の選挙をはじめ
各常任委員及び議会運営委員の選任、一部事務組合議会議員の選挙などを行いました。

鹿
か げ

毛 哲
て つ や

也
（馬田）

堀
ほ り お

尾 俊
としひろ

浩
（甘水）

※
写
真
右
上
の
数
字
は
議
席
番
号

で
す
。

　

立
夏
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
５
月
８
日
の
臨
時
会
に
て
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
朝
倉
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
昨
年
の
豪
雨
災
害
は
、
朝
倉
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
国
や
県
の
支
援
を

受
け
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
長
期
に
わ
た
る
取

り
組
み
に
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
「
人
口
問
題
へ
の
取
り
組
み
」、「
行
財
政
改
革
」、「
経
済
の
活

性
化
」
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

朝
倉
市
議
会
は
夢
の
あ
る
朝
倉
市
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、
政
策
の
立
案
や
提
言

を
行
い
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

18　

議
長

17　

副
議
長

仲
なかやま

山 　 寛
ゆたか

（須川）

１

北
きたがわ

川 清
きよふみ

文
（三奈木）

３

加
か と う

藤 正
しょうじ

二
（長田）

５

佐
さ さ き

々木 明
あ き こ

子
（杷木久喜宮）

７

徳
とくなが

永 秀
ひでとし

俊
（牛鶴）

２

熊
くまもと

本 正
まさひろ

博
（甘木）

４

小
こ じ ま

島 清
き よ と

人
（小田）

６

内
う ち だ

田 恵
けいぞう

三
（千手）

８

ご
あ
い
さ
つ

3 2

あさくら市議会だより 【臨時会・議員の紹介】令和元年６月１日号



一
部
事
務
組
合
の
議
会
議
員
を
あ
ら
た

に
選
挙
し
ま
し
た
。

※
最
終
ペ
ー
ジ
に
写
真
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

甘
木
・
朝
倉
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
議
員
（
８
名
）

甘
木
・
朝
倉
・
三
井
環
境
施
設

組
合
議
会
議
員
（
７
名
）

久
留
米
市
外
三
市
町
高
等
学
校

組
合
議
会
議
員
（
２
名
）

半
は ん だ

田 雄
ゆうぞう

三
（多々連）

９

浅
あ さ お

尾 静
せ い じ

二
（甘木）

11

大
お お ば

庭 きみ子
こ

（甘木）

13

手
て し ま

嶋 栄
え い じ

治
（三奈木）

15

中
なかしま

島 秀
ひ で き

樹
（桑原）

10

柴
しばやま

山 恭
きょうこ

子
（堤）

12

梶
かじわら

原 康
こ う じ

嗣
（杷木池田）

14

実
さねふじ

藤 輝
て る お

夫
（甘木）

16

常任委員会及び議会運営委員会　◎委員長　○副委員長

一部事務組合等議員の選挙

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
小
島　

清
人

○
佐
々
木
明
子

　

堀
尾　

俊
浩

　

堀
尾　

俊
浩

　

鹿
毛　

哲
也

　

手
嶋　

栄
治

　

半
田　

雄
三

　

堀
尾　

俊
浩

　

鹿
毛　

哲
也

　

浅
尾　

静
二

　

内
田　

恵
三

　

小
島　

清
人

　

佐
々
木
明
子

中
島　

秀
樹

加
藤　

正
二

北
川　

清
文

内
田　

恵
三

加
藤　

正
二

北
川　

清
文

徳
永　

秀
俊

小
島　

清
人

熊
本　

正
博

仲
山　
　

寛

環
境
民
生
常
任
委
員
会

◎
大
庭
き
み
子

○
熊
本　

正
博

　

鹿
毛　

哲
也

浅
尾　

静
二

半
田　

雄
三

徳
永　

秀
俊

建
設
経
済
常
任
委
員
会

◎
柴
山　

恭
子

○
仲
山　
　

寛

　

実
藤　

輝
夫

手
嶋　

栄
治

梶
原　

康
嗣

内
田　

恵
三

議
会
運
営
委
員
会

◎
半
田　

雄
三

○
佐
々
木
明
子

　

手
嶋　

栄
治

大
庭
き
み
子

柴
山　

恭
子

小
島　

清
人
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３月定例会３月定例会
平成31年度一般会計予算461億円を可決
　昨年度に続き大規模な予算となる
平成31年度一般会計予算461億円を可決
　昨年度に続き大規模な予算となる

２月 26 日

27・28 日
３月１日

４日

５・６日
11 日

12 日

13 ～ 15 日
18・19 日

20 日

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○施政方針
○議案等の上程
○提案理由の説明
○予算審査特別委員会の設置
○第２次総合計画審査特別委員会の設置
○一部議案の審議
　（質疑・討論・採決）
◇予算審査特別委員会・
　第２次総合計画審査特別委員会

（考案日）
○一般質問（５人）
○一般質問（２人）
○議案等の質疑・委員会付託
◇常任委員会
◇第２次総合計画審査特別委員会
○追加議案の上程
○提案理由の説明
○追加議案の質疑
○追加議案の委員会付託
◇予算審査特別委員会
◇常任委員会
◇予算審査特別委員会
　（事務整理日）
○議案等の審議
　（委員長報告・質疑・討論・採決）
○追加議案の上程
○提案理由の説明
○追加議案の審議　

（質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会

会期日程
　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会

は
、２
月
26
日
に
招
集
さ
れ
、

３
月
20
日
ま
で
の
23
日
間
の

会
期
日
程
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
市
長
が
施
政
方

針
を
述
べ
、
33
議
案
を
上
程

し
、
提
案
理
由
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
決
議
案

（
天
皇
陛
下
御
即
位
30
年
を

祝
す
賀
詞
に
つ
い
て
）
を
上

程
し
、同
日
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
７
名
の
議
員

が
行
い
、
執
行
部
と
積
極
的

な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
は

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
ま
た
、
第
２
次
朝
倉

市
総
合
計
画
も
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
慎
重
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
は
、
議
案
１

件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
上
程

さ
れ
た
議
案
は
、
案
件
ご
と

に
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
を
行
い
、
最
終

日
に
各
委
員
会
か
ら
審
査
結

果
報
告
を
受
け
、
質
疑
、
討

論
、
採
決
を
行
い
、
全
議
案

と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
事
案
件
１
件
が

追
加
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
同
意
し
、
本
定
例
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件
　議案等の詳細な審査と結
果の報告を委員会に委ねる
ことを「委員会付託」といい、
付託された委員会は審査の
結果を本会議で報告します。
ここでは各常任委員会で審
査された案件等の一部を掲
載しています。

決議

　天皇陛下におかせられましては本年、御即位３０年をお迎えに

なられました。

　誠に慶賀にたえないところであります。

　ここに朝倉市議会は、市民を代表して天皇皇后両陛下の益々の

ご健勝をお祈りするとともに謹んでお祝い申し上げます。

平成 31 年２月 26 日

　　　　　　　　　　　　　　　　朝　　倉　　市　　議　　会

【定例会の概要】令和元年６月１日号 あさくら市議会だより
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天皇陛下御即位30年を祝す賀詞



執
務
の
き
ま
り
で
あ
り
、
審
査

す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る

税
率
を
改
定
す
る
こ
と
に
伴
う

整
備
で
あ
り
賛
成
す
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

※
17
ペ
ー
ジ
下
段
討
論
欄
に
議
案

の
内
容
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆
杷
木
地
域
に
集
会
施
設
が
整

備
さ
れ
ま
す

　

朝
倉
市
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
に
杷
木
地
域
集
会
施
設
等

建
設
事
業
を
追
加
し
ま
す
。
久

喜
宮
地
区
に
防
災
拠
点
施
設
を

兼
ね
た
集
会
施
設
の
整
備
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
執
行
部
の
説
明

を
了
と
し
、全
員
異
議
な
く
、原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

杷
木
地
域
に
防
災
拠
点
施
設
を

兼
ね
た
集
会
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す

求
め
ら
れ
る
国
民
健
康
保
険

　

財
政
健
全
化　

当
初
予
算
を
可
決

平
成
31
年
度
下
水
道
事
業
及
び

農
地
の
復
旧
事
業
が
進
展

総
務
文
教
常
任
委
員
会

環
境
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
７
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
非
常
勤
嘱
託
員
等
の
通
勤
費

用
相
当
分
の
費
用
弁
償
を
支
給

し
ま
す

　

週
５
日
勤
務
で
通
勤
距
離
が

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
方
は

現
行
月
２
千
円
を
費
用
弁
償
と

し
て
４
千
円
。
週
４
日
勤
務
で

通
勤
距
離
が
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
方
は
現
行
月
１
６
０
０

円
を
費
用
弁
償
と
し
て
３
２
０

０
円
支
給
し
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
執
行
部
の
説
明

を
了
と
し
、全
員
異
議
な
く
、原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

☆
手
数
料
・
使
用
料
が
改
正
さ

れ
ま
す

　

消
費
税
が
令
和
元
年
10
月
１

日
か
ら
10
％
に
改
定
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
手
数
料
・
使
用
料

等
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

審
査
で
は
、
条
例
第
34
条
に

お
い
て
、
年
・
条
例
番
号
が
空

白
の
中
で
の
議
案
審
査
は
で
き

な
い
と
し
て
反
対
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
対
し
て
、
同
時
期

の
議
案
の
提
出
に
お
け
る
法
制

　

３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
11
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
平
成
31
年
度
朝
倉
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

事
業
勘
定
の
予
算
総
額
は
72
億

５
６
６
４
万
円
で
、
平
成
30
年

度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
1.1
％

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
主

に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
数

の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。
平

成
31
年
度
の
被
保
険
者
数
の
見

込
み
は
１
万
３
１
３
２
人
で
、

少
子
高
齢
化
や
被
用
者
保
険
適

用
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
と
比
較
し
て
2.2
％
減
少

し
、
そ
れ
に
伴
い
国
民
健
康
保

険
税
も
減
少
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
の
一
人

あ
た
り
の
医
療
費
は
41
万
５
５

５
２
円
で
、
平
成
28
年
度
と
比

較
し
て
、
3.1
％
の
伸
び
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
累
積
赤
字
解

消
の
た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
認
め
、
全
員
異
議

な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

　

３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
12
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
平
成
31
年
度
下
水
道
事
業
会

計
予
算
を
審
査

　

主
要
な
建
設
改
良
工
事
と
し

て
、
甘
木
・
立
石
・
馬
田
地
区

等
の
流
域
関
連
公
共
下
水
道
管

渠
建
設
事
業
、
朝
倉
・
三
奈
木

地
区
及
び
秋
月
地
区
の
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
管
渠
建
設

事
業
、
市
設
置
型
浄
化
槽
整
備

事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
建
設
事
業
と
し
て
は
、

平
成
27
年
度
に
汚
水
処
理
施
設

整
備
構
想
を
策
定
し
、
令
和
７

年
度
概
成
を
目
指
し
て
事
業
を

進
め
て
お
り
、
委
員
会
と
し
て

は
、
事
業
の
速
や
か
な
推
進
を

求
め
、
執
行
部
の
説
明
を
了
と

し
、
全
員
異
議
な
く
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

☆
災
害
復
旧
に
全
力

　

農
地
改
良
復
旧
事
業

　

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
農
地

農
業
用
施
設
に
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
特
に
原
型
復
旧
が
困

難
な
河
川
沿
い
の
地
域
に
つ
い

て
、
市
営
土
地
改
良
事
業
と
し

ま
し
た
。

☆
朝
倉
市
健
康
福
祉
館
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

朝
倉
市
健
康
福
祉
館
の
安
定

的
な
管
理
運
営
及
び
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
、

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。
現
行
の
条
例
で
は
、
健
康

福
祉
館
の
管
理
運
営
を
指
定
管

理
者
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
全
部
改
正
し
、

指
定
管
理
者
に
管
理
運
営
さ
れ

て
い
る
市
の
他
の
ほ
と
ん
ど
の

公
の
施
設
と
同
じ
く
、
市
直
営

と
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
の

ど
ち
ら
で
も
可
能
と
な
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

て
土
地
改
良
法
に
基
づ
く
区
画

整
理
を
行
う
も
の
で
す
。
市
内

全
体
で
15
地
区
、
約
２
０
０
ha

を
19
換
地
区
に
地
区
割
り
し

事
業
を
行
う
予
定
で
、
事
業
計

画
概
要
が
ま
と
ま
っ
た
「
奈

良
ヶ
谷
川
流
域
地
区
」「
妙
見

川
上
中
流
域
地
区
」「
疣
目
川

流
域
地
区
」
の
３
地
区
に
つ
い

て
今
回
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

３
地
区
と
も
工
事
期
間
は
令
和

元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
区
画
整
理
を

行
う
こ
と
で
、
農
地
有
効
活
用
、

農
業
生
産
基
盤
の
早
期
復
旧
と

再
建
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
３
議

案
と
も
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

集会施設建設予定の
旧久喜宮小学校跡地

卑弥呼ロマンの湯

市営土地改良事業による
区画整理を行います

【常任委員会】 令和元年６月１日号あさくら市議会だより
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秋
月
地
区
内
の
博
物
館
や
民

間
の
飲
食
店
等
の
展
示
品
、
商

品
等
を
携
帯
端
末
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
整
備

し
、
朝
倉
市
の
魅
力
を
発
信
し

ま
す
。

　

市
内
17
地
区
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
対
し
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
助
成
補
助
金

を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
や
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

甘
木
Ⅱ
学
童
保
育
所
と
立
石

Ⅳ
学
童
保
育
所
建
設
工
事
、
蜷

城
学
童
保
育
所
建
設
工
事
実
施

設
計
業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

予算審査特別委員会

一般会計予算規模は平成30年に引き続き約461億円
災害関連予算は実質約306億円

　

各
事
業
等
の
優
先
度
を
検
討
し
な
が
ら
、

復
旧
・
復
興
の
着
実
な
前
進
を

　

３
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の

４
日
間
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
開
き
、
平
成
31
年
度
の
一

般
会
計
当
初
予
算
を
審
査
し
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
災
害
発
生
か
ら
２
年
目
の
当

初
予
算
と
な
り
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
４
６
１
億
６
千
万
円
と

大
規
模
な
予
算
編
成
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
30
年
度
予
算
額
４

７
１
億
６
千
万
円
と
比
較
す
る

と
10
億
４
百
万
円
２
・
13
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
等
の
関
連
予
算
額
は
今

年
度
が
約
１
９
８
億
円
、
平
成

29
・
30
年
度
か
ら
の
繰
越
明
許

費
等
約
１
０
８
億
円
を
合
わ
せ

る
と
平
成
31
年
度
は
実
質
約
３

０
６
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
税
は
微
増
、
普
通
交
付

税
と
臨
時
財
政
対
策
債
は
減
と

な
り
、
特
別
交
付
税
は
災
害
分

を
除
く
通
常
分
の
み
と
し
、
災

害
関
連
経
費
は
財
政
調
整
基
金

か
ら
29
億
円
を
繰
り
入
れ
て
財

源
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
災
害
の
復
旧
・
復
興

過
程
で
あ
り
、
大
型
事
業
を
含

め
様
々
な
事
業
を
延
期
・
凍
結
・

中
止
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
、
市
の
復
旧
・

復
興
事
業
を
着
実
に
前
進
し
つ

つ
、
災
害
関
連
事
業
以
外
に
お

い
て
も
財
政
状
況
を
勘
案
し

て
、
各
事
業
等
の
優
先
度
を
検

討
し
な
が
ら
、
義
務
的
経
費
も

含
め
、
効
率
の
良
い
、
そ
し
て

効
果
の
あ
る
行
財
政
運
営
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

審
査
で
は
、
財
政
状
況
や
各

事
業
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
、
多
く
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
質
疑
の
一
部
を
８
ペ
ー

ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

委
員
会
で
は
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

食
材
の
値
上
が
り
な
ど
に
よ

り
、
お
い
し
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
給
食
を
提
供
す
る
に

は
給
食
材
料
費
の
実
質
的
な
値

上
げ
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
、
給
食
材
料
費
を
児

童
・
生
徒
一
人
あ
た
り
月
３
０

０
円
値
上
げ
し
ま
す
が
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
増
額

分
を
補
助
す
る
こ
と
で
給
食
費

の
負
担
を
現
状
の
ま
ま
と
し
、

子
育
て
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
士
の
資
格
を
取
得
さ
れ

る
方
の
た
め
、助
成
を
行
い
ま
す
。

　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
主
防
災

会
か
ら
一
人
、
計
17
人
分
の
資

格
取
得
に
係
る
受
講
料
等
の
２

分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

　

更
な
る
新
規
就
農
者
の
育
成

を
図
る
た
め
、
新
規
就
農
者
営

農
支
援
補
助
金
と
就
農
里
親
補

助
金
を
新
た
に
設
け
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
営
農
支
援
補
助

金
は
地
域
担
い
手
産
地
育
成
協

議
会
が
行
う
長
期
研
修
を
受
講

し
、
市
内
で
就
農
す
る
方
に
対

し
、
資
機
材
購
入
費
の
２
分
の

１
、
上
限
30
万
円
を
補
助
し
ま

す
。
ま
た
、
就
農
里
親
補
助
金

は
新
規
就
農
者
を
受
け
入
れ
る

認
定
農
業
者
に
対
し
、
月
１
万

円
を
補
助
し
ま
す
。

「『
観
光
・
食
・
農
』
魅

力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」
に

５
９
７
万
円

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
支
援
事
業
」
に

５
８
８
５
万
円

「
学
童
保
育
所
建
設
事

業
」
に１

億
３
４
０
万
円

「
小
中
学
校
給
食
費
補

助
事
業
」
に

１
２
９
６
万
円

「
新
規
就
農
支
援
対
策

事
業
」
に

97
万
円

「
防
災
士
資
格
取
得
補

助
金
」
に

59
万
円
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区　　分

一般会計（１）

特別会計　小計（２)　　

　　住宅新築資金等貸付

　　簡易水道

国民健康保険

　　　　　事業勘定

　　　　　直診勘定

　　後期高齢者医療

　　介護保険

　　工業用地造成事業

企業会計　小計（３)　　

　　工業用水道事業

　　水道事業

　　下水道事業

合計（１）＋（２）＋（３)

※平成30年度は、６月補正後の本予算額を記載しています（国民健康保険特別会計の５月専決予算を除く）。
※企業会計の予算額については、収益的及び資本的支出の合計額です。
※万未満切り捨てのため、計が一致していません。

平成30年度
本予算額（A)

471億6453万円

142億9853万円

675万円

5922万円

76億1818万円

73億4055万円

2億7763万円

8億9796万円

57億1598万円

43万円

52億6490万円

5億2467万円

7億8530万円

39億5492万円

667億2797万円

461億6000万円

145億2283万円

738万円

3864万円

75億7063万円

72億5664万円

3億1399万円

9億1753万円

59億8816万円

46万円

55億4816万円

4億6824万円

9億4808万円

41億3183万円

662億3099万円

△10億0453万円

2億2429万円

63万円

△2058万円

△4754万円

△8391万円

3636万円

1957万円

2億7218万円

3万円

2億8326万円

△5643万円

1億6278万円

1億7691万円

△4億9698万円

△2.13％

1.57％

9.36％

△34.75％

△0.62％

△1.14％

13.10％

2.18％

4.76％

7.67％

5.38％

△10.76％

20.73％

4.47％

△0.74％

平成31年度
当初予算額（B)

対前年度比較

増減額（B)－（A) 増減率

一般会計当初予算　461.6 億円 
特別会計当初予算　145.2 億円

（前年：471.6 億円）  
（前年：142.9 億円）

企業会計当初予算　　55.4 億円（前年：　52.6 億円）
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チェック
　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
４
日
間
の
日

程
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
中
で
行
わ
れ
た

質
疑
と
答
弁
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
か
ら
取
り
組
む
産
後
ケ
ア
事
業
の

内
容
は

Q
産
婦
人
科
医
院
、
助
産
院
で
産
後
の
健
康
管
理

や
気
力
回
復
な
ど
の
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
等
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
考
え
て
い
る

A

新
規
事
業
で
防
災
士
の
資
格
取
得
助
成
を
行
う
が
女
性
の
防
災
士
も
必
要

で
あ
る

Q
女
性
防
災
士
の
推
薦
も
募
っ
て
い
き
た
い

A
宅地耐震化推進事業による嵩上げ復旧とはQ

平成 29 年７月九州北部豪雨による被災宅地の現地

再建支援を行うものである

A

妊
婦
支
援
事
業
に
お
い

て
平
成
31
年
度
か
ら
取

り
組
む
産
後
ケ
ア
事
業

は
ど
う
い
っ
た
内
容
な

の
か
。

産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
産
婦
人
科
、

助
産
院
、
そ
し
て
、
杷

木
・
朝
倉
地
域
の
方
が

新
規
事
業
で
防
災
士
の

資
格
取
得
助
成
を
行
う

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
一

人
の
割
り
当
て
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
、
災
害
時

の
対
応
を
見
る
と
様
々

Q

Q

A

A

宅地耐震化推進事業内容に嵩上げ復旧とあるが、具体的に
どういう事業なのか

平成 29 年７月九州北部豪雨を受け、朝倉市から要望を行っ
てきたもので、平成 31 年度から国で新しく事業化された。
被災宅地の現地再建支援のため、一体的な嵩上げ、生活道
路の工事等の支援を行うものである。

Q

A

比
較
的
利
用
さ
れ
る
久

留
米
市
田
主
丸
の
３
つ

の
施
設
に
委
託
し
、
産

後
の
健
康
管
理
及
び
気

力
回
復
な
ど
の
生
活
ア

ド
バ
イ
ス
、
沐
浴
等
の

指
導
を
行
っ
て
い
た
だ

く
予
定
と
し
て
い
る
。

わ
ず
推
薦
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
市
か
ら
要
請

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
31
年
度
は
17
名
で

予
算
計
上
し
て
い
る
が
、

最
終
的
に
は
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
、
男
女
１
名
ず

つ
を
計
画
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
会
に
対
す

る
説
明
時
に
も
、
看
護
師

の
資
格
を
持
つ
方
は
救

命
救
急
講
習
の
免
除
も

あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
説

明
を
行
い
な
が
ら
、
女
性

防
災
士
の
推
薦
も
募
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

な
活
躍
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

避
難
所
運
営
に
お
い
て
は
、

避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
女
性

が
半
数
以
上
い
ら
っ
し
ゃ
る

な
ど
女
性
の
防
災
士
の
必
要

性
も
感
じ
て
い
る
。
男
女
問
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予算を徹底

区
の
規
模
の
見
直
し
も
必
要
で
は
な
い
か

Q
区
の
在
り
方
と
し
て
、
何
世
帯
が
適
当
で
あ
る

と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
な
い

A

「
観
光
・
食
・
農
」
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
内
容
は

Q
マ
ッ
プ
上
の
店
舗
、
建
物
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
添
付
し
、
携
帯
端
末
で
商
品
、

展
示
物
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る

A

子どもの居場所づくり支援事業の内容はQ

子どもたちが社会性を身につける場をつくる団体、
個人を支援する

A

「
観
光
・
食
・
農
」
魅

力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
内
容
は
。

秋
月
に
新
し
く
、
秋
月

博
物
館
、
あ
き
づ
き
市

場
と
い
う
情
報
が
増

え
、
秋
月
の
マ
ッ
プ
を

作
り
な
お
す
中
で
、
従

区
の
世
帯
数
が
大
き
な

区
と
小
さ
な
区
の
そ
れ

ぞ
れ
の
数
は
。

各
区
会
長
か
ら
の
報
告

（
平
成
30
年
９
月
１
日

現
在
）
で
は
、
全
２
２

９
区
で
１
万
８
５
６
６

世
帯
あ
り
、
そ
の
う
ち

世
帯
数
の
最
大
は
立
石

新規事業で子どもの居場所づくり支援事業の目的と内容は。

地域の集会所等の施設を利用し、子どもたちが集まり、一
緒に遊んだり食事したりすることで人間関係を高め、社会
性を身につける場をつくる団体、個人を支援するため補助
金を交付するものである。

この事業を広報し、本当に必要な地域で手を挙げていただ
きたいと考えるが、市の考え方は。

社会教育委員をはじめとする実行委員会をまず立ち上げ、
そこで公募することを考えている。

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

来
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構

築
と
は
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変

え
、
マ
ッ
プ
上
の
そ
れ
ぞ

れ
の
店
舗
や
建
物
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
添
付
し
、
携
帯

端
末
で
読
み
取
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
提
供
さ
れ

て
い
る
商
品
や
展
示
さ
れ

地
区
の
堤
区
１
２
１
０

世
帯
、
最
少
は
松
末
地

区
の
乙
石
区
で
６
世
帯

で
あ
る
。

市
は
災
害
、
防
災
に
つ

い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
中
心
に
話
を
す
る
。

　

住
民
に
区
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
入
っ
て
い
た

だ
き
防
災
の
仕
組
み
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
は
、

区
の
あ
る
程
度
の
規
模
、

そ
の
数
字
等
を
見
直
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。

基
本
的
に
区
の
在
り
方

と
し
て
、
何
世
帯
が
適

当
で
あ
る
と
い
う
考
え

は
、
市
は
持
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
地
域
の
地

形
に
も
よ
る
し
、
様
々

な
事
情
に
よ
る
も
の

で
、
そ
れ
を
固
定
化
す

る
の
は
現
段
階
で
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

て
い
る
も
の
が
携
帯
端
末

で
確
認
で
き
る
仕
組
み
を

作
る
。

　

関
係
課
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
今
後
展
開
を
考
え

て
い
く
初
め
の
一
歩
に
な

る
も
の
で
あ
る
。

秋月博物館と桜
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市
の
講
演
会
で
は
「
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
の
予
報
は
非
常
に
厳
し

い
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
川
も

沢
の
整
備
も
ま
だ
ま
だ
の
道
目

木
地
区
に
帰
っ
て
、
市
と
し
て

「
大
丈
夫
」
と
言
え
る
の
か
。

　
　

道
目
木
に
入
る
橋
が
仮
設

な
の
で
、
義
援
金
に
よ
る
50
万

円
の
家
賃
支
援
の
対
象
に
な
る

こ
と
を
話
し
な
が
ら
進
め
る
。

市
政
を
問
う

平
成
31
年
度
市
長
施
政
方
針

　並
び
に
再
建
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

質
問
者
７
人
、傍
聴
者
42
人

市
政
を
問
う

　一般質問は、年４回開催
される定例会の中で行われ
ます。
　ここに掲載したものは抜
粋ですので、全文について
は、会議録を閲覧されるか、
市議会のホームページでご
確認ください。

　
　

地
形
的
に
水
が
集
ま
る
所

は
、
安
全
対
策
を
充
分
や
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
「
早

く
避
難
を
」
と
言
わ
れ
る
が
、

　
　
「
防
災
集
団
移
転
事
業
」

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

国
が
今
計
画
中
の
新
事
業

と
防
災
集
団
移
転
事
業
。
ま

た
、
区
画
整
理
に
伴
う
宅
地

の
換
地
等
、
メ
ニ
ュ
ー
を
提

示
し
て
い
る
。

　
　

被
災
者
目
線
の
再
建
計
画

「
被
災
者
が
き
れ
い
な
水
の
川
の

ほ
と
り
に
、
ど
う
や
っ
て
戻
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
」
ず
っ
と

尋
ね
て
い
る
。
被
災
者
に
聞
く

こ
と
か
ら
次
の
段
階
へ
「
再
建

計
画
に
Ａ
と
Ｂ
と
Ｃ
と
Ｄ
と
あ

り
ま
す
」
と
い
う
再
建
計
画
の

提
示
で
は
な
い
か
。

　
　

期
限
が
あ
る
基
礎
支
援
金
、

住
宅
金
融
支
援
機
構
融
資
期
限

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
に
つ

い
て
再
建
の
た
め
の
点
検
を
し

て
対
処
し
て
い
る
。

　
　

山
に
入
れ
ば
入
る
ほ
ど
大

変
な
復
旧
工
事
だ
。
山
あ
い
の

区
画
整
理
型
復
旧
は
、
い
つ
ま

で
に
完
成
し
て
費
用
は
ど
う
か
。

そ
の
時
の
支
援
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
厳
し
い
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
る
。
議
会
議
決
の
後
、

実
施
設
計
で
費
用
が
明
ら
か
に

な
る
。
議
会
承
認
後
「
中
止
」

は
で
き
る
の
か
。

　
　
「
中
止
」
は
想
定
し
て
い

な
い
。

Q
朝
倉
市
の
強
み
と
復
興
に
向
け
て
の
思
い
は

A
山
、
水
、
土
と
も
に
生
き
る
朝
倉
で
進
め
て
い
く

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

A

A

A

A

冨田 栄一 議員
質問項目
１　きれいな水の川のほとりの元の家の近くに

帰りたい人は、どのような計画をたてれば
いいのか。その時どんな支援があるのか

２　情報の無さと「営農・経営再開支援」
について

３　出水期の二次災害は大丈夫か

朝倉市復興計画
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ダ
ム
情
報
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
足
り
ず
、
確
実
な
避
難
行
動

に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
行
動

を
促
す
た
め
の
情
報
を
ど
う
住

民
に
伝
え
る
の
か
。

　
　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
伝
達

方
法
が
あ
り
、
防
災
訓
練
等
で

情
報
が
ど
う
伝
わ
る
の
か
を
確

認
し
、
行
動
に
結
び
つ
け
る
。

各
地
区
に
応
じ
た
個
別
一
人
一

人
へ
の
伝
達
方
法
が
あ
る
。

　
　

各
地
区
の
事
情
は
十
分
に

わ
か
る
と
思
う
が
、
立
石
の
１

万
を
超
す
住
民
へ
ど
の
よ
う
な

方
法
で
個
別
に
情
報
提
供
で
き

る
か
。

　
　

防
災
行
政
無
線
、
防
災

メ
ー
ル
・
ま
も
る
君
、
巡
回
車
、

大
雨
時
に
は
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ

放
送
。
隣
近
所
に
情
報
を
伝
え

合
う
地
域
と
し
て
の
取
り
組
み

も
必
要
で
あ
る
。

　
　

緊
急
時
、
住
民
へ
情
報
を

伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
確
実
に

伝
わ
る
よ
う
変
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　
　

情
報
を
き
ち
ん
と
つ
な
げ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
変
重

要
だ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
　

洪
水
調
整
機
能
を
強
化
す

る
寺
内
ダ
ム
治
水
機
能
強
化
に

つ
い
て
の
対
応
は
。

　
　

国
交
省
、
水
資
源
機
構
に

治
水
機
能
の
充
実
を
訴
え
、
前

向
き
に
対
応
し
て
い
る
。
朝
倉

市
は
、
福
岡
都
市
圏
や
県
南
地

域
な
ど
の
水
源
地
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

治
水
対
策
あ
っ
て
の
水
資
源

開
発
。
恩
恵
を
受
け
て
い
る
関

係
団
体
に
も
呼
び
か
け
、
住
民

と
一
緒
に
佐
田
川
、
寺
内
ダ
ム

の
治
水
機
能
が
強
化
さ
れ
る
対

策
の
実
現
を
目
指
す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現
状
は
。

　
　

水
の
文
化
村
、
原
鶴
分
水

路
グ
ラ
ウ
ン
ド
復
旧
工
事
中
で

あ
り
、
朝
倉
球
場
利
用
調
整
が

必
要
と
な
り
利
用
者
に
不
自
由

を
か
け
て
い
る
。

　
　

豪
雨
等
に
よ
る
災
害
の
危

険
に
伴
い
避
難
し
て
来
た
人
々

が
、
一
定
期
間
ま
た
は
緊
急
的

に
滞
在
で
き
る
場
所
と
し
て
、

指
定
避
難
所
が
あ
る
。
平
成
29

年
度
実
績
評
価
シ
ー
ト
に
よ
る

と
、
そ
の
周
知
率
が
31
・
３
％
と

低
い
。
ど
う
す
れ
ば
周
知
率
を

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
方
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
結

果
だ
が
、
低
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
も
自
主
防
災
マ
ッ
プ
や
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、
防
災
講
座

等
で
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

災
害
時
に
、
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
避
難
行
動

要
支
援
者
を
対
象
と
す
る
、
避

難
行
動
要
支
援
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
台
帳
の
作
成
が
重
要
だ
と
考

え
る
。
朝
倉
市
全
域
で
台
帳
を

作
成
し
て
い
る
か
。

　
　

被
災
８
地
区
で
名
簿
の
提

出
が
で
き
て
い
る
。
今
年
度
は

全
て
の
地
区
を
対
象
に
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
台
帳
の
作
成
を
依
頼

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

昨
年
７
月
の
豪
雨
で
は
、

降
雨
量
の
多
か
っ
た
甘
木
地
域

に
お
い
て
、
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木

で
の
避
難
者
の
受
け
入
れ
が
困

難
だ
っ
た
と
聞
い
た
。
甘
木
地

域
に
、
防
災
機
能
を
備
え
た
セ

ン
タ
ー
を
早
急
に
建
設
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

建
設
を
凍
結
し
て
い
る
十

文
字
公
園
内
の
総
合
的
体
育
施

設
が
考
え
ら
れ
る
が
、
財
政
状

況
を
勘
案
し
て
順
次
方
針
を
示

し
て
い
き
た
い
。

　
　

２
月
末
で
生
活
再
建
の
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
被
災
世

帯
が
１
６
２
世
帯
あ
る
。
そ
の

被
災
者
の
多
く
が
杷
木
周
辺
に

住
ん
で
い
る
。
復
興
推
進
室
を

杷
木
支
所
に
異
動
で
き
な
い
か
。

　
　

復
興
推
進
室
の
役
割
は
、

被
災
者
支
援
と
復
興
計
画
の
進

捗
管
理
が
あ
る
。
本
庁
に
お
い

て
総
合
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

柴山 恭子 議員
質問項目
１　平成 31 年度施政方針
２　スポーツ活性化に向けての対策
３　ダム治水計画強化について

佐々木 明子 議員
質問項目
１　平成 31 年度市長施政方針について
２　次期出水期二次災害防止対策の取

り組みについて
３　供与期限が迫る被災者への支援に

ついて

Q
寺
内
ダ
ム
治
水
機
能
強
化
に
つ
い
て
の
対
応
は

A
国
交
省
、
水
資
源
機
構
、
利
水
者
に
呼
び
か
け
る

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

AA

A

A

A
被
災
８
地
区
で
名
簿
の
提
出
が
で
き
て
い
る

A

AA

A

久喜宮地域コミュニティで
防災訓練が実施されました

異常豪雨の頻発化に備えたダムの
洪水機能の強化を

Q
避
難
行
動
要
支
援
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
台
帳
は
作
成
で
き
た
か
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「
災
害
や
危
機
に
強
く
、

安
全
・
安
心
が
実
感
で
き
る
く

ら
し
の
実
現
」
に
つ
い
て
、
久

喜
宮
小
学
校
跡
地
を
活
用
し
て

の
災
害
拠
点
施
設
及
び
防
災
広

場
整
備
の
規
模
と
実
施
体
系
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　

久
喜
宮
地
区
の
防
災
拠
点

と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
、
被

災
地
に
お
け
る
復
興
ま
ち
づ
く

り
総
合
支
援
事
業
と
し
て
、
防

災
講
座
や
研
修
の
開
催
、
炊
き

出
し
等
の
訓
練
が
活
用
計
画
で

あ
る
。

　
　
「
次
代
に
つ
な
ぐ
有
効
な

環
境
の
保
全
」
に
つ
い
て
、
市

は
市
民
協
働
の
ご
み
分
別
を
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
資
源
の
再

利
用
と
し
て
生
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
の
拡
大
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
６
割
の
方
が
も
っ
と
ご
み

削
減
で
き
る
と
回
答
し
て
い

る
。
バ
イ
オ
マ
ス
の
構
想
な
ど

資
源
回
収
に
よ
り
10
年
後
を
見

通
し
た
循
環
型
社
会
の
構
築
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
　

児
童
虐
待
の
事
件
が
多
発

し
て
い
る
。
市
内
で
も
平
成
29
年

度
22
件
の
報
告
が
あ
る
。
発
見
し

て
か
ら
の
対
応
が
一
番
肝
心
で
あ

る
。
対
応
策
を
伺
い
た
い
。

　
　

検
診
事
業
や
乳
幼
児
全
戸

訪
問
事
業
、
相
談
等
で
、
早
期

発
見
に
努
め
て
い
る
。
対
応
と

し
て
は
、
児
童
相
談
所
と
連
携

し
て
48
時
間
以
内
に
目
視
に
よ

る
児
童
安
否
確
認
を
行
い
、
一

時
保
護
等
の
対
応
や
見
守
り
を

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

産
業
政
策
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
実
績
を
尋
ね
る
。

　
　

進
出
企
業
が
６
社
、
移
転

拡
張
企
業
は
８
社
、
市
内
雇
用

数
は
１
８
０
人
、
48
件
の
民
間

地
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
産
業
政
策
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
力
を
借
り
て
、
企
業
の
確
保

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

災
害
後
の
ま
ち
づ
く
り

や
、
産
業
や
観
光
な
ど
地
域
振

興
発
展
の
た
め
に
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
用
を
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

平
成
31
年
度
に
、
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

災
害
後
の
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　

被
災
者
の
気
持
ち
に
立
っ

て
再
建
を
進
め
て
い
る
。
出
来

る
だ
け
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

戻
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　

朝
倉
市
で
も
平
成
22
年
か

ら
平
成
29
年
ま
で
に
３
倍
近
く

虐
待
相
談
件
数
が
増
え
て
い

る
。
市
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
虐
待

死
亡
事
件
が
起
き
な
い
よ
う

に
、
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で

あ
る
。

　
　

子
ど
も
が
虐
待
で
命
を
落

と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
各
課

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
守
ら
れ
る
人
権
意
識
の
啓
発

や
教
育
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
、
朝
倉
市
で
も
児
童

生
徒
を
対
象
に
緊
急
点
検
を
行

い
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
対

象
児
童
は
子
ど
も
未
来
課
と
連

携
し
て
、
一
緒
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

村上 百合子 議員
質問項目
１　平成 31 年度市長施政方針について
２　子育て支援対策について

大庭 きみ子 議員
質問項目
１　市長施政方針より
２　豪雨災害復興について
３　虐待問題について
４　教育問題について

Q
市
長
施
政
方
針
の
主
な
基
本
目
標
を
問
う

A
災
害
復
旧
・
復
興
の
加
速
と
地
方
創
生
を
同
時
に
推
進

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱＱ

Ｑ

A

A

A

A
産
業
政
策
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
雇
用
し
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
る

A

AA A

A守
ろ
う
！
か
け
が
え
の
な
い
命

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に

希
望
と
活
躍
の
場
を

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て

児
童
虐
待
問
題
の
取
り
組
み

災
害
後
の
人
口
減
少
対
策

Q
産
業
や
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
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平
成
27
年
６
月
定
例
会
で
、

広
域
化
に
よ
り
国
か
ら
出
る
補

助
で
国
民
健
康
保
険
税
が
下
が

る
と
の
回
答
だ
っ
た
が
、
現
在
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

朝
倉
市
の
国
民
健
康
保
険

は
１
人
当
た
り
医
療
費
が
高
く
、

ま
た
、
累
積
赤
字
を
抱
え
て
い

る
。
保
険
者
支
援
制
度
と
し
て

平
成
27
年
度
か
ら
１
７
０
０
億

円
財
政
支
援
の
公
的
拡
充
を
実

施
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
厳

し
く
保
険
税
を
引
き
下
げ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
税
引
き
下
げ

に
つ
い
て

　
　

平
成
30
年
度
の
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
の
中
で
、

美
奈
宜
の
杜
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者

が
全
体
で
30
人
前
後
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

予
約
制
を
基
本
と
し
な
が
ら

も
、
予
め
利
用
者
を
登
録
し
、

登
録
カ
ー
ド
を
持
た
せ
、
登
録

カ
ー
ド
を
見
せ
れ
ば
予
約
し
て

い
な
く
て
も
乗
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

　

ま
た
、
運
賃
の
値
上
げ
に
つ

い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
が
無
く
な
る
の
は
困
る

か
ら
、
５
０
０
円
は
少
し
困
る

が
、
２
０
０
円
か
ら
３
０
０
円

で
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。
市
の

財
政
に
多
少
で
も
寄
与
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
意
見
も

出
て
い
る
が
、
執
行
部
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

協
議
会
等
で
ど
の
よ
う
な

や
り
方
が
適
当
か
と
い
う
こ
と

を
継
続
し
て
協
議
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

ほ
か
の
自
治
体
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る

が
、
一
緒
に
協
議
で
き
な
い
か
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
路

線
バ
ス
の
代
替
え
措
置
で
あ
る
。

路
線
バ
ス
の
事
業
者
に
一
部
補

助
を
し
、
路
線
継
続
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

荒
廃
農
地
が
広
が
る
中
、

国
庫
補
助
等
を
受
け
て
整
備
し

た
農
地
を
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
農
振
除
外
で
き
る
よ
う
に

な
ら
な
い
か
、
再
三
質
問
し
て

き
た
が
。

　
　

市
長
会
等
を
通
じ
て
国
に

要
望
し
て
き
た
が
、
未
だ
回
答

は
な
い
。
特
に
災
害
後
は
荒
廃

が
進
む
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今

後
と
も
国
や
県
に
粘
り
強
く
、

積
極
的
に
要
望
を
続
け
て
い
き

た
い
。

　
　

維
持
管
理
は
行
わ
れ
て
い

る
が
生
産
性
が
伴
わ
な
い
保
全

農
地
に
対
し
て
、
市
と
し
て
も

特
化
し
た
農
政
施
策
を
打
ち
、

果
敢
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　

豪
雨
災
害
を
受
け
、
農
業

行
政
、
特
に
中
山
間
地
の
樹
園

地
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
農
地
を
し
っ
か
り
守
っ
て

い
く
こ
と
は
、
農
業
を
発
展
さ

せ
る
た
め
に
極
め
て
大
事
な
課

題
で
あ
る
。
保
全
農
地
の
活
用

及
び
災
害
復
興
支
援
に
つ
い
て

は
、
県
議
会
で
も
答
弁
が
あ
っ

て
お
り
、
県
、
市
、
農
協
な
ど

と
一
緒
に
取
り
組
み
を
進
め
、

市
と
し
て
も
研
究
、バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
行
い
な
が
ら
、
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携

事
業
に
つ
い
て
、
市
は
事
業
者

に
対
し
、
メ
リ
ッ
ト
や
心
配
事

を
確
認
す
る
質
問
書
を
出
し
て

い
る
が
、
未
だ
回
答
が
な
い
と

の
こ
と
だ
が
。

　
　

災
害
を
受
け
、
災
害
復
旧

を
優
先
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
計
画
案
が
固
ま
ら
ず
議
論

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。
市
と

し
て
極
め
て
重
大
な
決
断
を
す

る
時
期
が
来
る
と
承
知
し
て
お

り
、「
水
源
地
朝
倉
」
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
も
、
皆
さ
ま
の

知
恵
を
借
り
な
が
ら
良
い
方
向

に
進
む
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

和田 庄治 議員
質問項目
１　朝倉市地域公共交通活性化会議に

ついて
２　国民健康保険税について

稲富 一實 議員
質問項目
１　朝倉市の将来像について

Q
朝
倉
市
の
公
共
交
通
を
利
用
し
や
す
く
す
る
努
力
は

A
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
し
て
い
く

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

AA

A

A
県
・
市
・
農
協
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る

A

A

A

荒廃していく樹園地の現状

使いやすい地域公共交通を

Q
保
全
農
地
に
特
化
し
た
農
政
施
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
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横
断
的
に
取
り
組
む
重
点
分
野

①
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

　

平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
復

興
計
画
と
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、

復
旧
・
復
興
に
関
連
す
る「
施
策
」

に
お
い
て
は
、
そ
の
分
野
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
連
携
さ
せ

な
が
ら
、
全
庁
を
挙
げ
て
横
断

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
地
方
創
生
の
推
進

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
総

合
戦
略
に
関
連
す
る
「
施
策
」

に
つ
い
て
も
、
そ
の
分
野
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
連
携
さ
せ

な
が
ら
、
市
全
体
で
「
地
方
創

生
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
第
２
次
朝
倉

市
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
に
よ
る
市
民
の
意
見
を
踏
ま

え
、
か
つ
、
ま
ち
づ
く
り
審
議

会
に
お
い
て
十
分
な
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
復

興
事
業
と
地
方
創
生
事
業
に
つ

い
て
も
横
断
的
に
取
り
組
む
重

点
分
野
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
か
ら
、
全
員
異
議
な
く

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
財

政
状
況
な
ど
の
現
状
を
踏
ま

え
、
１
１
１
の
基
本
事
業
の
う

ち
20
の
基
本
事
業
を
今
後
４
年

間
の
「
重
点
分
野
」
と
し
て
設

定
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

　

基
本
構
想
は
、
長
期
的
な
展

望
に
立
ち
、
目
指
す
べ
き
将
来

の
市
の
姿
や
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

「
人
、
自
然
、
歴
史
が
織
り
な
す

　

水
ひ
か
る　

朝
倉
」
を
目
指

す
ま
ち
の
姿
（
将
来
都
市
像
）

と
し
て
い
ま
す
。

◎
計
画
の
進
行
管
理

　

行
政
評
価
の
サ
イ
ク
ル
で
あ

る
「
Ｐ
Ｄ
Ｓ
サ
イ
ク
ル
」
を
取

り
入
れ
、
計
画
の
進
行
管
理
を

行
い
ま
す
。

第２次総合計画審査特別委員会

人、自然、歴史が織りなす　水ひかる　朝倉

第２次朝倉市総合計画を可決
　

第
２
次
総
合
計
画
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
第
２
次
朝

倉
市
総
合
計
画
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

◎
計
画
の
位
置
づ
け

　

第
２
次
朝
倉
市
総
合
計
画
は

朝
倉
市
の
最
上
位
計
画
に
位
置

づ
け
ら
れ
ま
す
。

◎
計
画
の
構
成
と
期
間

　

朝
倉
市
総
合
計
画
は
基
本
構

想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
に

よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

計
画
の
概
要

１
．
基
本
構
想

　

基
本
計
画
は
、
目
指
す
ま
ち

の
姿
を
実
現
す
る
た
め
に
左
記

の
９
つ
の
「
分
野
別
施
策
の
基

本
目
標
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

基
本
目
標
を
実
現
す
る
た
め

の
手
段
で
あ
る
29
の
「
施
策
」

を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

２
．
基
本
計
画

委
員
会
の
審
査

「人、自然、歴史が織りなす 水ひかる 朝倉」を実現するための基本目標

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨

災
害
や
危
機
に
強
く
、
安
全
・
安
心
が
実
感

で
き
る
暮
ら
し
の
実
現

人
が
つ
な
が
り
、
支
え
あ
う
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
創
造

誰
も
が
健
や
か
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

保
健
福
祉
の
充
実

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
、

観
光
の
振
興

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
も
ち

飛
躍
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

透
明
性
・
効
率
性
の
高
い
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営

快
適
で
住
み
よ
い
都
市
基
盤
の
充
実

生
涯
に
わ
た
る
学
び
、
活
動
の
推
進

次
代
に
つ
な
ぐ
良
好
な
環
境
の
保
全



　

平
成
31
年
２
月
４
日
、
近

隣
の
自
治
体
で
あ
る
、
太
宰

府
市
議
会
及
び
筑
紫
野
市
議

会
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
議
会
報
告
会
の

開
催
状
況
に
つ
い
て
」、「
議

会
運
営
全
般
に
つ
い
て
」、「
議

会
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い

て
」
等
で
す
。
現
状
を
報
告

し
て
い
た
だ
き
、
課
題
や
そ

の
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
研
修
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
に
お
い
て
、

回
数
を
重
ね
る
毎
に
、
新
た

な
課
題
が
出
て
き
て
お
り
、

そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に

し
た
り
、
テ
ー
マ
ご
と
の
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
、
様
々

な
検
討
を
さ
れ
て
お
り
、
大

変
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　

議
会
で
の
審
議
状
況
や
行

行
政
視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会

政
情
報
に
つ
い
て
の
説
明
責

任
を
果
た
し
な
が
ら
、
議
会

の
活
動
や
市
政
に
対
す
る
意

見
や
提
言
な
ど
を
直
接
市
民

か
ら
お
聞
き
す
る
こ
と
に
よ

り
、
議
会
の
監
視
能
力
及
び

政
策
提
言
機
能
の
強
化
・
充

実
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
議
会
報
告
会
を
開
催
す
る

事
で
市
民
と
の
交
流
も
出
来
、

楽
し
い
報
告
会
が
で
き
た
」

と
い
う
報
告
も
あ
り
、「
参
加

し
て
良
か
っ
た
、
楽
し
か
っ

た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
議
会
報
告
会
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

朝
倉
市
は
、
平
成
27
年
に
議

会
基
本
条
例
を
施
行
し
て
、

５
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
現
状
の
評
価
と
課
題

を
検
証
し
、
議
会
の
機
能
を

さ
ら
に
発
揮
す
る
よ
う
、
努

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
で
、
次
の
方

の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

星ほ
し
の野　

洋よ
う
こ子　

氏

（
須
川
）

人
事
案
件

人
事
案
件

太
宰
府
市
に
て
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≪一般会計≫ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△８２億８，８９５万円
　※下記以外に既定経費の減額や災害復旧費の増減額等があります

　≪一般会計補正予算の主なもの≫
　・減債基金積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４億円
　・公共施設等整備基金積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３億５，０００万円
　・財政調整基金積立金（一般寄附金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，３４０万円
　・生活保護費の前年度事業費確定に伴う国への返還金・・・・・・・・・・・・・・１億３，６９１万円
　・障がい福祉サービス事業費等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９，９００万円
　・臨時福祉給付金事業費確定に伴う国への返還金・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，３２２万円
　・介護保険特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５１万円
　・福祉基金積立金（一般寄附金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００万円
　・災害公営住宅建設事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５億１，３４２万円
　・公営住宅災害復旧事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７，５５５万円

≪住宅新築資金等貸付特別会計≫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４３万円
≪国民健康保険特別会計　事業勘定≫ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△５０２万円
≪後期高齢者医療特別会計≫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，４２４万円
≪介護保険特別会計≫ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，８２２万円
　・施設介護サービス給付費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５，０００万円

≪工業用地造成事業特別会計≫ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６６万円
≪水道事業会計≫ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△６，８９４万円
≪下水道事業会計≫ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△１億２，６３４万円

３月補正予算の概要



３１第 2号議案
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３１

３１

３０

３０

３０

３０
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俊
浩
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哲
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毅

第22号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 　 ○ 

議案番号

議
員
名

１　２　３　４　５　６　７　８　９　10　11　12　13　14　15　16　17　18

議
案
等
の
審
議
で

行
わ
れ
た
討
論
の

概
要
で
す

【
第
22
号
議
案
】

　朝
倉
市
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

※

本
議
案
は
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に

係
る
税
率
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
朝

倉
市
手
数
料
条
例
ほ
か
33
条
例
に
定
め
る
手

数
料
、
使
用
料
等
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　本
議
案
中
、
第
34
条
に
本
定
例
会
に
同
時

提
出
さ
れ
た
第
25
号
議
案
に
係
る
規
定
が
あ

り
、
本
文
は
「
第
34
条

　朝
倉
市
健
康
福
祉

館
条
例
（
平
成

　年
朝
倉
市
条
例
第

　号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
〜
以
下
省

略
〜
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
第
34
条
は
、
第
25
号
議
案
が
議
会
で
審

議
さ
れ
て
い
な
い
条
例
で
あ
る
の
で
、
括

弧
書
き
の
年
、
条
例
番
号
が
空
白
と
の
こ

と
だ
が
、
一
つ
一
つ
審
議
を
丁
寧
に
行
う

と
い
う
心
構
え
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
審
議
で
き
な
い
と
考
え
、
反
対
。

○
第
34
条
の
括
弧
書
き
の
年
、
条
例
番
号

が
空
白
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
定

例
会
に
お
い
て
、
関
連
す
る
第
25
号
議
案

が
上
程
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
決
後

に
交
付
手
続
き
を
経
て
付
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
法
制
執
務
の
き
ま
り
で
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
年
、
条
例

番
号
が
空
白
の
中
で
の
審
査
で
あ
っ
て
も

何
ら
問
題
が
な
い
と
考
え
る
。

　本
議
案
は
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に

係
る
税
率
を
改
定
す
る
こ
と
に
伴
い
規
定

の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
賛
成
。

反

　対

賛

　成

17 16

あさくら市議会だより 【議案等の審議結果】令和元年６月１日号
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中
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第
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に
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例
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、
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後

に
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続
き
を
経
て
付
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る
も
の
で

あ
り
、
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制
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の
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り
で
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る
と
の

こ
と
で
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が
空
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の
中
で
の
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る
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は
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税
及
び
地
方
消
費
税
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を
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新
元
号
「
令
和
」
ゆ
か

り
の
地
太
宰
府
で
は
梅
花

の
宴
を
催
し
た
大
伴
旅
人

の
邸
宅
跡
と
推
定
さ
れ
る

坂
本
八
幡
神
社
に
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

九
州
北
部
豪
雨
で
の
被

災
者
の
た
め
の
分
譲
住
宅

建
設
に
伴
う
旧
志
波
小
学

校
の
発
掘
調
査
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

　

「
朝
倉
」
の
名
は
「
白
村

江
の
戦
い
」
で
斉
明
天
皇
が

西
下
し
、
大
本
営
を
置
い
た

こ
と
に
由
来
し
ま
す
が
、
そ

の
場
所
は
い
ま
だ
特
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

志
波
は
「
朝
倉
宮
」
推

定
地
の
一
つ
で
期
待
が
ふ

く
ら
み
ま
す
。

　

４
月
に
実
施
さ
れ
た
朝

倉
市
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
24
人
が
立
候
補
、
18

人
が
新
た
に
選
出
さ
れ
、

そ
の
中
か
ら
６
名
が
新
人

を
中
心
に
広
報
委
員
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

常任委員会及び議会運営委員会　◎委員長　○副委員長

堀
尾　

俊
浩

中
島　

秀
樹

加
藤　

正
二

北
川　

清
文

徳
永　

秀
俊

浅
尾　

静
二

鹿
毛　

哲
也

半
田　

雄
三

梶
原　

康
嗣

手
嶋　

栄
治

実
藤　

輝
夫

内
田　

恵
三

小
島　

清
人

手
嶋　

栄
治

大
庭
き
み
子

柴
山　

恭
子

◎
小
島　

清
人

○
佐
々
木
明
子

◎
大
庭
き
み
子

○
熊
本　

正
博

◎
柴
山　

恭
子

○
仲
山　
　

寛

◎
半
田　

雄
三

○
佐
々
木
明
子

あさくら市議会だより 【次回定例会日程】令和元年６月１日号

総務文教常任委員会

建設経済常任委員会

環境民生常任委員会

議会運営委員会

広
報
委
員
会　
　

　

委
員
長

　
　
　
　

内
田　

恵
三

　

副
委
員
長

　
　
　
　

加
藤　

正
二

　

委
員　
　
　

　
　
　
　

熊
本　

正
博

　
　
　
　

北
川　

清
文

　
　
　
　

徳
永　

秀
俊

　
　
　
　

仲
山　
　

寛
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あさくら市議会だより

６月議会　会期日程（予定）
◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
 (考案日)
○一般質問
○一般質問
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会

（事務整理日）
○議案等の審議
　（委員長報告 質疑・討

論・採決）
〇諸般の報告
◎閉会　

6月14日

17・18日
19・20日

21日

24～26日
27・28日
７月１日

  ６月定例会の会期日程は、
６月７日(金)開催予定の議
会運営委員会で変更になる
場合があります。


